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貧困の世代的再生産分析の視点

1 構造的要因の存在 (r家族依存J)

貧困の再生産と本稿のいう貧困の世代的再生産

とは、重なる部分・内容を持ちつつも、異なった

概念である(九

端的にいえば、そこにある問題意識は、貧困と

いう現象が絶えず生まれ、貧国層が存在していた

としても、その貧国層内部の構成が入れ替わり、

たとえばミドルクラスとか、それに近い階層との

交代が世代的にも流動的であれば、「霊園の世代

的再生産Jという概念は生じないし、そのことが

社会的問題とはならない。

これに対して、貧困の世代的再生産あるいは継

承とは、現象的には 2世代以上にわたって、社会

的に受容できないほどの護国な生活状態が続くよ

うな状況が、ある集団あるいは層として形成され

ていることを意味している。そして、それが社会

的にも問題になっている場合には、さまざまな対

策が採られることとなる。その背後には、とくに

機会の平等といった概念に関わった問題意識が背

景にある場合がある。その限りでは、これは主と

して「豊かな社会」での賠題意識でもある。その

典型は、先進国ではアメリカの1960年代以降の貧

困対策の展開に見ることができる。しかし同時

に、この問題は社会的に隠、されるという特徴もあ

る。それを生み出す要因は、たとえば機会の平

等、家族費任、中流意識といったレトリックの蔓

延などである。またこれは「豊かな先進国」にお

ける問題意識としたが、いわゆる途上国(非先進

国)の場合、封建制の残存と関わって、世代的再

生産という視点からすれば、それが階層・階級の

盟定的な再生産横造として「当たり前Jでもあり、

いわば基本構造となっているということができる

青木 紀

〈たとえば代表的には、インドのカースト制度な

ど)。さらにたとえば、両者の文化が錯綜した場

合、文化人類学などから「貧困の文化Jとして汽

あるいは社会学からは「構造とハビトゥスjの関

係の問題としてへしばしば似たような関心に下

に、このような社会状況が議論ぎれてきたのは周

知のところである。

しかしいずれにしても、先進国といわれる国々

を対象に見た場合、もしもそこに貧困の世代的再

生産という現象が確認され、国によってその現象

の質と量に差異があるとすれば、ある構造的な要

因がそこには横たわっていると考えても間違いな

いと思われる。筆者が持ち続けている、その留の

家族と社会福祉・社会保障あるいは教育保障のあ

り方と関連した関心はそのことに関わっている。

この場合、とくに比較福祉国家という視点に在日

することが近年の流れであるが、その中でわが国

も紹介されているエスピン・アンデルセンの研究

は興味深い示唆をもたらしている〈九彼のいう、

国家、市場、家族というリンクにおける「家族主

義J(1家族依存J)の強弱に関わる、福祉国家「レ

ジーム」概念はこのことに関わるし、それらのあ

り方はまた、いわゆる社会的流動性の実現、平等

の実現とも関わった問題意識の上にある。

ここで、は、すでに報告した拙稿「調査ノ目制ト:

貧閣の世代的再生産の構造(1)一北海道A市にお

ける離婚母子世帯分析J(2000年3月)汽「貧困の

世代的再生産の構造(2)-B市における実態J

(2003年3月)(6)などの実証的分析を前提に、また

F本誌9号』における以下の掲載諸論文の意味づけ

も含めて、もう少し考え方を展開しておきたい。
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2 間われてこなかった黄閤・不平等 (r家族

依梓j との関連で)

以上の二つの論文cr調査ノート」を含む)にお
ける整理の視点で重視したのは、一般に貧困な状

態を直接的に生み出しているのは社会の再生産の

主導的メカニズ、ムとしての現代資本主義、市場経

済のあり方そのものにあるとしても(とくに近年

ではグローパリゼーション、バブル崩壊後の長期

不況の中でのリストラによる失業の増大)、その

中での家族の世代的再生産の歴史過程そのもの

が、概していかに前世代の不利な状態を当世代

に、あるいは当世代の不利を次世代に継承させて

いくかといったことに、とりあえずはこだわって

みたことである。

たとえば、親から子どもへ「鍵康と教育」はど

のように移転しようとしているか。親はいかなる

人生をその親の家族との関係の中で歩んできたの

か。とくに進学・就職・結婚というような人生上

の諸画期における援助関係(教育的援助、資金援

助、コネクション利用など)はどうだったか。離

婚母子世帯であれば、結婚時の様子や夫婦関係は

どうであったか。妻のみならず夫はどんな家族の

中で育ち、いかなる仕事に就いていたか。社会的

スキルはどうであったか。また離婚時における実

家からの援助の有無はどうであったか。生活保護

世帯となった場合の家族と実親や親戚との援助関

係はどうであったか。そして彼、彼女らは今どの

ような生活展望を描いているのか、といったこと

などである∞。

その合意は、何らかの結果の平等の実現はもち

ろんのこと、むしろそれ以前の機会の平等への実

質的なアクセスの不平等の問題が、「個人の環境

としての家族Jr社会組織(制度〉としての家族」
あるいは「家族資本Jω の強弱を通じて、なお相

当に(あるいはますます)大きく影響されている

のではないか、ということと関わっている。たと

えば、貧閣の中におかれてきた家族員組々の生活

史を見た場合に、あまりにしばしば見られる「教

育競争」からの早期における「脱落Jといった現

象、そして何の自立の準備なしに「家を出る」行

為の一般化とその世代的な繰り返し、さらには人

生の出発点として祝福されるべき「結婚式Jの欠

落など。これらは、彼、彼女らの生活過程におけ

る実質的なライフ・チャンスの不平等の帰結とし

てとらえられるのではないか。とくに生活保護世

需の調査経験は、それ以外の世帯・階層との「断

絶」をも感じさせるほどの、多様で深刻な生活上

の貧困と不平等な諸経験を示すものであった。そ

のことがまた、家族の持つ資源格差という現実の

重みに対して、改めて筆者の注目を向けさせた。

今日のポスト福祉国家といわれる段構において

は、このような現実的な「家族依存Jシステムと

個人責任・家族責任イデオロギーの強まりの中で、

一方での家族の持つ資源や能力格差と他方での市

場経済化の推進とが結合し、まさに一体となって

貧困・不平等を拡大・顕在化させてきているので

はないか。そうだとしたら、現代社会は、一面で

は「能力主義社会Jであることには間違いはない

が、本質的には資源の不平等性会持つ家族制度を

なお社会制度の基盤に抱え込むことによって成り

立つ社会システム、結果として貧閤や排除された

人々にとっては「機会の平等」さえも実質的に保

障されないような階層社会の限界を露呈させてい

る社会ではないか。いや、最近のアメリカなどの

福祉政叢動向に代表される「家族責任重視」の政

策展開は(的、むしろ結果的にライフ・チャンスの平

等に逆行さえしてきているのではないか(0)。

このような問題意識は、何か特別のことではな

く、当たり前のだれもが持つことかもしれない。

実際、現実の歴史過程においては、資本主義形成

以降においても、たとえ身分・出自・門地などに

よる「機会の不平等Jとし、った差別はなくなった

としても、階級・階層は新たに再生産され、とく

に「子どもが大人になるプロセスJに焦点を当て

れば、いつの時代も不平等な人生の出発は、いわ

ば社会の当たり前の出来事であったのが正しいと

いうべきであろう。

もともと階級・階層という概念自体には、容易

に流動性は引き起こされないという意味を含んで
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いるからこそ成り立つものであるという性格を含

んでいるが、なぜ階級・階層の変動がそう簡単に

引き起こされないかに関して、筆者の関心に引き

つけていえば、その一つは、いわゆる階層的同類

婚の一般化の中で、子どもはどこの世界において

もほとんど例外なく、どこかの階層に属する「家

族」という個々別々の不平等な諸資癒を持つ環境

の中で育てられてきており、そこでの有利・不利

の影響は免れがたいのが現実だからであろう。ま

た家族の一面は、もともと経済「共同体Jの性格

を持ち、同類婚などを通じて支え合い、その拡大

を自らも求める傾向をも持つからである〈上位層

の所得集中度の高まりなどが注目される〉ω。逆

にそのことは、経済的に脆弱な家族は、また脆弱

な家族との「共同jでしかない場合が多く、当然

危機対応の基盤としては格段の差がつくられると

いってよいからである。貧菌の世代的再生産と

は、まさにその中で形成されてくる一つの現象で

あろう。

このようなことを考えてくると、「貧困の世代

的再生産」を論ずるに当たって、やはり疑問とし

て大きく携き上がってくるのは、人生における出

発点の差異と結果の格差はともにあまりに大きい

はずなのに、それに関った家族資源格差の不平等

については、なぜ世間的には強く疑問の持たれな

い常識でさえあり続けてきたか、である。いわゆ

る臼本の中流意識幻想や「ガンバリズム」の蔓延

の影響もあろう。その身近な典型例を一つあげれ

ば、たとえば「障害(身体・知的・精神)Jは回接

不可能な問題だが、「貧閤Jは努力によって解決し

うる可能性を持った問題であるという発言は、筆

者の私的な経験では、この不況下でも依然として

学生から出される多数派の意見であり続けてい

る。もちろんそこには、学生の出身階層の性格の

影響も大きいのであろう。しかし、やはり彼らに

は「貧国」は見えていないのである。

それだけでなく、ここで強調したいのは、それ

は研究の側においても例外ではない、ということ

である。とくに護国問題に関わってはそうであっ

た。すなわち、従来までは、たとえば「資本と労

働」の対立関係で貧困を把握し、それを社会権の

実現として国家の責任を強調することが支配的で

あった。むろんそのこと自体は正しいし、事実、

貧閣の再生産は資本主義制度のもとでの市場経済

競争の敗北の結果でもあり、あるいは不況といっ

たことから「避けられない」ものとして生まれるO

現局面の社会問題化しつつある失業、ホームレ

ス、中高年の自殺といった現象はそのことを端的

に示している O それゆえまた、国家政策としての

生活保護の役割.位置づ、けが関われ(1泣ヘ2

労鶴慎棚1の組織化と運動の再構築が問われている時

lはまないともいえる。

だが、不況にせよ、労働の組織化にせよ、その

影響や効果は、おかれた人々の職場や家族の属す

る社会階層によって大きく異なり、加えて人種・

民族問題などがある場合は、さらに接雑な「普通

の人々」の社会的な相互作用行為を通じて、「排

除Jとしての貧閤へと帰結し (3)、生活基盤の弱い

家族は、家族の維持そのものの危機に誼留し、し

ばしば「問題家族」としてラベリングされていく。

このような場合、とくに見ておく必要があるの

は、どのような形態であれ、必ず社会問題は、社

会組織・制度の最小単位である家族に反映し、い

わば「縮図化された社会としての家族J(4)を通じ

て、ある時はストレートに、ある時は形号変えて

問題が発現してくることであるO そこでは、もろ

く、弱い家族ほど、何らかの影響によって貧国に

陥る頻度は高いし、逆にはい上がる機会はなお少

ない。それはほんのわずかのランクアップにおい

てもそうである。そして近年の「個人化された家

族J(15)が、潜在的問題をより表面化させやすくし

ている。しかし、何らかの富の世代間移転がある

場合は、その影響は違うのである。

にもかかわらず、貧閣の世代的再生産というこ

と自体はもちろん、貧困問題自体、実際にはあま

りにも真正面からは家族資源格差・不平等の問題

と関連させてlはま「問われなLい、リ」で推移してきたの

が研究の現状でで、iは立ないか〈嫡l回ω6の)

だが、子どもが長じて大人になる。そこに至る

過程でどれだけ「個人に責任のない範囲Jで子ど
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もは家族の不利を継承し、それをまた「家族依存」

の性格を持つ国家政策(社会福祉・社会保障政策、

とくに教育費負担の重さに象徴される国家の政

策)がその不利を是正するのではなく、むしろ「見

て見ぬ振りをしてJきたか。あるいはむしろ促進

してきたか。生活保護制度における「家族扶養義

務J条項、あるいは生活補祉資金における「連帯

責任者」条項における現実を見るたびに、さらに

は学資保険という、子どもの教育には今や欠かせ

ない手段でさえ査定・肯定をめぐって裁判で争わ

れるような姿勢そのものに、つくづく「家族依存J

を思い知らされるのである。それは、かつてのイ

ギリスの救査法の精神と何ら変わらないのでない

か。しかし、「家族依存Jの内実は覆い聴され、そ

こでの不平等は間われないままに来ている。

いいかえれば、本来は貧国に陥った家族を救済

し、その自立助長を図ることが使命であるはずの

国家の責任が、絶えず「個人」や「家族の責任J

にすり替わるような社会構造がなぜ今なお強く維

持されているのか。それは、政策的な「家族依存」

の性格をベースに、たとえば貧困の中におかれた

「問題家族Jとそれを取り巻く周囲の社会における

家族規範意識との、いわば社会的相互作用の結果

と関っていることではないか。それはまさに「社

会的排除」のー形態といってもいいことなのだが、

なおこういった問題に関心を持つ研究者と、一般

の人々・国民との関には、きわめて大きな意識の

隔たりがあるのが現実である。それはなぜであろ

うか。

3 貧困の世代的再生産分析の社会的意義

このように考えたとき、社会的にも明らかに貧

困層と位置づけられる家族の中にどんなことがお

き、それが次世代へと引き継がれ、問題として表

面化しているのか。これらを生活史の中で実証す

ること、いいかえれば、貧困の世代的再生産分析

は、いかなる社会的な意義を持ってくるのか。

その点でまず、第 11こいえることは、このよう

に、とくに貧困が世代的にも「継承されているよ

うに見える」世帯・階層に焦点、を当てることが、

たとえ現実には方法的に容易ではないにしても、

なお人々に「見えないでいる貧閤」を明らかにす

ることにつながる、ということである。

すでに触れたように、とくに筆者らが対象とし

てきた母子生活保護受給世帯などは、経済的には

もちろんのこと、子どもの教育に関わる文化的な

資本も弱く、さらに母親の実家やもちろん元夫の

実家などを通じてサポートされるような関係も脆

弱なものでしかなく、公的なサポートも及んでい

ない中で、その生活が営まれている事実がある。

あるいは「社会関係資本Jlηからも醸外されている

場合も多い。しかし、そこにおけるさまざまなレ

ベルでの貧困や不平等は、実際には周囲(ケース

ワーカーや民生委員〉に、正確には認識されてい

ないのである。それゆえ、何よりも生活保護受給

世帯あるいは賞国低所得階層の生活史分析自体

が、さらに積み重ねられていくことが必要となっ

ている。

「不利が不利を呼ぶ形でJ貧閣から抜け出せ得な

いのが現実でも、それがなお「家族の責任」とい

う「転倒した形」で現実には表れてくることを考

えると、その変革は、一つにはこのことの努力を

通じて以外はないのである。

第れしこのような具体的な分析の積み重ね

が、今日の生活保護制度などの公的扶助の性格

を、よりはっきりと規定していくための材料を提

供していくだろう、ということである。

すなわち、家族資源(経済的、文化的、社会的

など)(18)における格差と資源開の関係が、政策麗

関のあり方とも関連して、子どもが大人になる諸

画期においてどのような影響を及ぼしてきている

か。また、貧困克服という視点で見た場合の個

人、あるいは家族としてのアクセシピリティの不

平等(潜在能力の欠如〉の問題が重要となってく

る(ω この場合、貧国が繰り返されるからといっ

て、当たり前のことだが、親や家族そして子ども

たちが貧閣から抜け出そうとする「努力Jがなかっ

たわけではないことに配癒すれば、まずその苦闘

の歴史過程を開き取り、再構成し、いつ何がどの

ように「意欲」を随害してきたのか。こういった
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ことを丁寧に分析する必要がある。

今日の生活保護制度の役割、性格規定iこ関わる

分析は、その上でこそなされうるべきであるO 問

題は、その機能が本当に「自立助長」に結び、づけ

られるものとなっているかどうか、だからであ

る。また、関連する政策や援助行為との関係性が

関われているからである。

第3に、さらにそれだけではない。誤解を避け

るために言及しておきたいのは、ここでの自的

は、一般に家族としての「生活の豊かさ」あるい

は「家族の再構成」の構築努力を批判することで

はない。その自的は、家族に「依存」してしかさ

まざ、まな社会的不平等を補うことのできないよう

な現実の政策展開と、それを支えている内なる個

人主義的家族イデオロギーや幻想を誼視し、とく

に子どもにとっては何の責任もない階層間・家族

関の教青資源の不平等、これらを是正しない社会

制度のあり方を批判し、むしろ「家族安定jへの

方策をさぐることに力点がある、ということであ

る。

いいかえれば、家族という歴史的な社会制度の

持つ問題点を指摘しつつ、個々人の自己実現が図

られ、問時に家族がより立いに愛情の幹を強め、

安定した存在となり、また家族の構成員に賭題が

ある場合に、家族自体が治療の援助機能を果たす

ことができるようにするためにも、この貧困の世

代的再生産が示唆する「不平等な社会システムJ

を変革することが必要となっているからである。

それが、結果的には、より民主的な安定した家族

の構造を促進させると考えられるのである。挽弱

な家族に依拠して「問題」を解決しようという脆

弱な政策では(加〉、問題を再生産させていくばかり

でないか。

われわれは、家族の中に社会の矛盾が縮図化さ

れ、対立が表れ、その中の矛盾の認識を互いにす

るということで家族に関係者として関わり、その

ことが困難で、それを個別家族として跳ね返して

いくことができない場合、あるいはむしろ悪化さ

せるような場合、それを援助していく必要がある

のである。それは決して「家族に介入する社会J21)

といった説明的な概念ですまされない社会問題へ

の社会対応の一環なのである。セラピーやカウン

セリングが生きてくるのは、とくに経済的基礎の

安定の上においてであろう倒。

第4は、この「貧間の世代的再生産jの分析が

示すだろう課題は、さらに大きな枠組み、すなわ

ち「富の世代的再生産jとの対比の中で、さらに

社会的意義をより明らかにしたものとなるであろ

う、ということである。しかしその場合、上麗階

級やミドルクラス家族との比較はもちろんのこ

と、より実践的な意味会込めた場合においては、

生活保護受給階層と重なり合う階層家族の分析が

より一層必要となってくると考えられる。

その理出は、すでに述べたように、ワンランク・

アップでさえ容易ではない現実の中で何が違うの

か、このことを明らかにする意義に関わってい

る。さらにまた、よくいわれるように、たとえば

生活保護基準以下、あるいはその周辺層があまり

にも膨大な存在であることを考えたとき、輩困の

世代的再生産に該当する階層とはいったいどれほ

ど、の量を持つものであるか。これらの分析を合め

て、まず緊急になされなければならない諸課題

と、さらに「できるJ平等の実現 cr機会の平等j
の実質化)に向けてなされなくてはならない諸課

題、あるいはすぐには実現菌難な課題というよう

に、その関係も明らかされてくるはずだからであ

る。すべてが同時に解決できればそれに越したこ

とはない。しかし、なお身近のところで問うべき実

行可能な不平等・輩掴解決の課題をクリアにして

いくというのがここでのスタンスである。

貧困の世代的再生産という問題意識からのアプ

ローチは、もちろん輩習に陥っている人々にいか

に援助するかに直接目的がある。またすでに述べ

たように、貧困が個人の発達にいかなる影響を与

えていくかを具体的に分析していくことにまず重

点がおかれている。しかし開時にその分析は、す

でに述べたように、他の階層との比較の中で、当

然世代的再生産過程における不平等の再検討(発

達への輝害の再検討といってもいい)に重点をお

いたものともなってくるのである。それゆえま
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た、それは子どもの発達・成長における平等で民

主主義的な課題の実現と関わったものとなってく

る。ここで、は、とくに子どもにとっては(大人に

とっても入場合によっては「貧困」がパネになる

ことはあるにしても、発達上の「障害jとして考

えるべきだという視点に立つものであるO

以下、 A市およびB市を対象とした貧困の世代

的再生産に関わる実態分析は、拙稿「輩閣の世代

的再生産の構造(1)(2)J (本誌第7号および本学

研究科紀要89号掲載)を参照していただくとし

て、①家族(生活保護世帯を含む〉の貧困な経祷

資本と文化資本などを背景とした、子ども自身の

生活意識の特徴を分析した小西論文、@家族の経

済資本と子どもの教育援助に銭点を合わせた鳥山

論文、③貧困母子世帯の早期結婚などの問題意識

をふまえて、北海道における高校生の性行動を分

析した鈴木論文、④またアメリカの110代の母親」

援助プログラムに関する染各報告、⑤8市でのス

クール・カウンセラーの経験をふまえて護国家族

へのソーシャルワーク(事実上はスクール・ソー

シャルワークと呼ぶべき)について論じた岩田論

文、⑥そしてケースワーカーの現状と課題につい

て述べている杉村論文、⑦さらに母子世帯の就労

による自立に関して (Welfareto W ork)、アメリ

カの事例を分析している Aoki論文などを参照さ

れたい。さらに今国は間に合わなかったが、過謀

地における鵠々の家族が受けている医療受益格差

の分析(古本論文)など、いずれもこういった研

究の積み重ねから、「重囲の世代的再生産Jの現状

はもっと精織に分析され、意味づけされ、対応策

が論じられていくことになるであろう、われわれ

はこれらを通じて、ケースワーク等の前進に寄与

するだけでなく、より流動性ある、平等な社会構

築を謀外しているものは向かを、とくに分析の焦

点からそらすことなく、研究を進めて行くであろ

つ。

さらに、この視点は、部分的には、⑧精神韓害

者の生活の再構成を論じた中野論文、@重度知的

障害者家族の分析について報告している藤原論

文、ゆおよびこれまでほとんど見えてこなかった

イスラム社会における家族・階層を意識して「不

就学問題jを分析しているメメティ論文、⑪さら

にはインドにおける「就学格差jを分析している

佐々木報告などにも生かされているはずである。
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